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い
よ
い
よ
今
月
十
四
日
午
後
六
時
半
か
ら
十
五
日
未

明
に
か
け
て
、
畏
く
も
聡
明
聖
知
に
し
て
天
徳
に
達
す
る

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
、
御
代
の
安
寧
と
五

穀
豊
穣
を
祈
念
し
て
大
嘗
祭
を
御
斎
行
あ
そ
ば
し
ま
す
。 

毎
年
十
一
月
二
十
三
日
に
、
そ
の
年
の
新
穀
を
皇
祖 

天
照
大
御
神
さ
ま
を
は
じ
め
、
八
百
萬
神
々
に
お
供
え
し
、

感
謝
を
捧
げ
る
新
嘗
祭
が
、
宮
中
初
め
全
国
の
神
社
で
斎

行
さ
れ
ま
す
が
、
な
か
で
も
、
天
皇
陛
下
が
御
即
位
後
は

じ
め
て
行
わ
れ
る
新
嘗
祭
が
、
こ
の
大
嘗
祭
で
あ
り
、
天

皇
陛
下
御
一
代
に
一
度
き
り
の
祭
祀
で
、
日
本
国
中
の
数

あ
る
神
事
の
中
で
も
最
高
の
重
儀
と
さ
れ
ま
す
。 

悠
紀
と
主
基 

こ
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
古
式
に
則
り
、
太
古
の
昔

さ
な
が
ら
に
特
別
に
造
営
さ
れ
た
悠
紀
殿
、
主
基
殿
を
中

心
と
し
た
大
嘗
宮
に
お
い
て
神
事
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
悠
紀
と
は
東
の
日
の
出
の
「
行
き
」
、
主
基
と
は

西
の
日
の
入
り
の
「
過
ぎ
」
の
意
味
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
大
嘗
祭
は
「
悠
紀
殿
供
饌
の
儀
」
「
主
基
殿
供
饌

の
儀
」
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
回
行
わ
れ
ま
す
。 

今
次
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
静
岡
あ
た
り
か
ら
東
日

本
を
悠
紀
地
方
、
西
日
本
を
主
基
地
方
と
し
、
そ
れ
ら
の

中
か
ら
亀
卜
で
選
ば
れ
た
土
地
の
お
米
が
献
上
さ
れ
、
今

次
の
悠
紀
地
方
は
栃
木
県
、
主
基
地
方
は
京
都
府
が
選
ば

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
悠
紀
殿
、
主
基
殿
に
お
供
え
さ
れ
ま
す
。 

御
神
饌 

ま
た
、
お
米
以
外
に
も
神
饌
と
し
て
日
本
国
中
の
産
物

が
集
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
庭
積
机
代
物
と
呼
ば
れ
ま
す
。

大
阪
か
ら
は
ク
リ
、
ミ
カ
ン
、
海
老
芋
、
干
し
椎
茸
、
ち

り
め
ん
じ
ゃ
こ
が
献
納
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
神
饌
は
、
大
嘗
祭
に
至
る
ま
で
に
厳
重
に
お
清

め
さ
れ
た
お
供
え
物
で
す
の
で
、
お
運
び
す
る
間
も
神
さ

ま
の
如
く
丁
重
に
献
納
さ
れ
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
天
皇

陛
下
御
親
ら
、
実
に
一
時
間
以
上
も
の
時
間
を
か
け
て
、

大
切
に
、
心
を
込
め
て
、
大
御
神
さ
ま
に
奉
ら
れ
ま
す
。

新
穀
を
神
々
に
奉
る
祭
祀
は
、
古
く
は
天
照
大
御
神
さ
ま

が
さ
れ
て
い
た
事
と
『
記
紀
』
に
は
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
大
嘗
祭
を
通
じ
て
天
照
大
御
神
さ
ま
の
御
手
振

り
を
今
の
世
に
再
現
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

神
人
と
も
に
食
す 

神
饌
を
奉
ら
れ
た
後
、
天
皇
陛
下
は
御
告
文
と
呼
ば
れ

る
祝
詞
の
よ
う
な
も
の
を
奏
上
に
な
ら
れ
、
そ
の
後
、
神

饌
を
お
下
げ
し
、
撤
饌(

お
さ
が
り)

と
し
て
、
悠
紀
殿
、
主

基
殿
そ
れ
ぞ
れ
で
、
お
召
し
上
が
り
に
な
ら
れ
、
大
御
神

さ
ま
と
食
事
を
共
に
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
古
代
日
本
人
の

食
事
を
共
に
す
る
と
い
う
事
が
和
を
生
み
出
す
事
に
大

切
と
さ
れ
て
い
た
事
の
名
残
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
身

近
な
と
こ
ろ
で
は
、
お
正
月
の
お
せ
ち
料
理
も
年
神
様
と

ご
一
緒
に
食
事
を
共
に
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

御
装
束 

こ
の
大
嘗
祭
に
お
い
て
は
、
天
皇
陛
下
は
純
白
の
特
別

な
御
装
束
御
祭
服
を
身
に
纏
わ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
一
番

表
側
の
も
の
を
、
帛
御
袍
と
い
い
、
純
白
生
織
の
絹
地
で

奉
製
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
最
も
清
浄
な
服
と
さ
れ
、
天

皇
陛
下
以
外
が
着
装
す
る
事
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
皇

后
陛
下
も
同
じ
く
純
白
の
装
束
を
お
召
し
に
な
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
の
掌
典
や
采
女
ら
も
白
い
装
束
を
纏
い
、
清

浄
第
一
の
祭
祀
と
い
わ
れ
る
由
縁
で
す
。
平
成
度
の
大
嘗

祭
に
参
列
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
深
夜
の
暗
が
り
の
中
、

大
阪
深
江
の
菅
笠
の
中
、
松
明
に
照
り
出
さ
れ
た
白
く
輝

く
陛
下
の
御
姿
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
で
は
わ
か
ら
な

い
、
大
変
神
秘
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
伝
え
聞
か
れ
ま
す
。 

大
嘗
祭
後 

そ
の
一
世
一
代
の
重
儀
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
後
、
天

皇
陛
下
は
、
公
的
に
も
神
霊
的
に
も
ま
さ
し
く
第
一
二
六

代
の
天
皇
陛
下
と
な
ら
れ
、
大
饗
と
呼
ば
れ
る
祝
宴
が
開

か
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
伊
勢
の
神
宮
に
御
親
謁
に
な
ら
れ
、

各
御
陵
を
参
拝
さ
れ
た
後
、
宮
中
三
殿
で
の
御
即
位
大
礼

の
諸
行
事
を
納
め
ら
れ
た
事
を
奉
告
さ
れ
ま
す
。 
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大
嘗
祭
二
日
前
大
祓(

十
二
日)…
十
六
時 

御
旅
社
に
て 

大
嘗
祭
当
日
祭(

十
四
日) 

…

御
本
社 
神
事
の
み

 

   

立
冬(

八
日)…

秋
が
極
ま
り
、
い
よ
い
よ
冬
の
気
配
が
立
つ
頃 

小
雪(

廿
二
日)…

寒
い
地
域
で
は
雪
が
降
り
始
め
る
頃

 

   

亥
の
子(

十
日)…

旧
暦
十
月
の
初
亥
の
日
。
無
病
息
災
。
炬
燵
の
日 

七
五
三(

十
五
日)…

子
祝 

三
歳
男
女
、
五
歳
男
子
、
七
歳
女
子 

   

十
一
月
四
日
、
十
日
、
十
六
日
、
廿
二
日
、
廿
七
日 

   

文
化
の
日(

三
日)

、
勤
労
感
謝
の
日(

廿
三
日)

 

   

[

野 

菜] 

春
菊
、
ネ
ギ
、
山
芋
、
牛
蒡
、
ホ
ウ
レ
ン
草 

[

果 

物] 

リ
ン
ゴ
、
ク
リ
、
早
生
ミ
カ
ン
、
キ
ウ
イ 

[

魚
介
類] 

秋
刀
魚
、
カ
キ
、
ホ
ッ
ケ
、
銀
鮭
、
ク
エ 

[

そ
の
他] 

き
の
こ
類
、
菊
、
山
茶
花
、
柊
の
花
、
木
瓜 

 

【
祭
礼
】 

    

【
節
気
】 
    

【
雑
節
】 

    

【
大
安
】 

   

【
祝
日
】 

   

【
旬
】 

 

大
地
に
冬
の
気
配
が
漂
い
、
下
旬
か
ら
は
紅
葉
が
目
に
と
ま
り
ま
す
。
黄
色
く

染
ま
っ
た
イ
チ
ョ
ウ
を
見
な
が
ら
銀
杏
を
酒
の
ア
テ
に
晩
秋
を
過
ご
す
贅
沢
さ

は
、
日
本
人
で
良
か
っ
た
と
思
う
瞬
間
で
し
ょ
う
。 

 


